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我
が
国
の
景
気
は
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
埼
玉
県
の
平

成
20
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

１
兆
７
千
１
８
１
億
５
千
３
０
０
万
円

で
、
対
前
年
比
0.4
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と

な
り
ま
し
た
が
、
県
税
収
入
は
法
人
二

税
の
減
少
に
よ
り
５
年
ぶ
り
の
減
収
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

毛
呂
山
町
に
お
い
て
は
、
税
源
移
譲

に
よ
り
、
平
成
18
年
度
と
平
成
19
年
度

の
個
人
町
民
税
の
現
年
度
課
税
分
は
、

当
初
予
算
で
比
較
す
る
と
約
29
・
７
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
国
の
税
制
改
正
に
よ
る
も
の
で
、
所

得
税
の
一
部
を
地
方
税
に
ま
わ
し
、
地

方
分
権
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
現

年
４
月
１
日
か
ら
毛
呂
山
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
管

理
し
ま
す
。

　
「
目
白
台
循
環
バ
ス
廃
止
に
伴
う
住
民

の
交
通
手
段
の
確
保
に
関
す
る
請
願
」

に
つ
い
て
は
、
町
の
公
共
交
通
施
策
に

つ
い
て
検
討
す
る
た
め
設
置
し
た
「
公

共
交
通
庁
内
検
討
委
員
会
」
で
、
引
き

続
き
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
20
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、「
第
四
次
毛
呂
山
町
総
合
振
興
計

画
基
本
構
想
」
お
よ
び
「
毛
呂
山
町
行

財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
な
ど
を
基
本

と
し
て
、
国
・
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、

歳
出
全
般
に
つ
い
て
、
厳
し
く
抑
制
を

図
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効

率
的
配
分
に
努
め
編
成
し
ま
し
た
。

在
の
老
人
保
健
制
度
が
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
医
療
制
度
の
改
革
に
と
も
な
い
、

老
人
保
健
法
に
基
づ
き
実
施
し
て
き
た

基
本
健
康
診
査
に
代
わ
り
、
平
成
20
年

度
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
者
が

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
40
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
、
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
会

か
ら
の
委
託
事
業
に
よ
り
、
75
歳
以
上

の
方
を
対
象
と
し
た
健
康
診
査
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

新
た
な
制
度
で
す
の
で
、
住
民
の
方

に
制
度
が
よ
り
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う

周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
者
地
域
デ
イ
ケ
ア
施
設
あ
い
あ

い
園
、
第
２
あ
い
あ
い
園
は
、
平
成
20

毛呂山町長
　小沢信義
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引
き
続
き
堅
実
財
政
を
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ守

平
成
20
年
度
施
政
方
針

教
育
と
安
心
・
安
全
に
重
点
を
置
き

希
望
と
活
力
に
満
ち
た
毛
呂
山
町
を
築
き
ま
す

平
成
20
年
度
の

主
な
事
業
に
つ
い
て

様
ざ
ま
な
変
化
を

見
据
え
な
が
ら



子
育
て
支
援
事
業　

現
在
、
岩
井
学
童

保
育
所
と
川
角
学
童
保
育
所
の
２
施
設

で
学
童
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
近

年
と
く
に
岩
井
学
童
保
育
所
区
域
内
の

利
用
者
が
多
く
、
定
員
を
超
え
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
に
泉
野

小
学
校
区
に
新
学
童
保
育
所
を
開
設
す

る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

教
育
関
連
事
業　

毛
呂
山
小
学
校
校
舎

２
棟
に
つ
い
て
、
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
南
校
舎
に
25
か
所
、
北
校

舎
に
２
か
所
の
計
27
か
所
に
鉄
骨
ブ

レ
ー
ス
を
設
置
し
、
あ
わ
せ
て
ス
リ
ッ

ト
補
強
も
実
施
し
ま
す
。
学
校
運
営
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
夏
休
み
期
間

に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
二
学
期
制
導
入
を
契
機

と
し
て
、
昨
年
度
は
授
業
時
間
数
増
加

を
利
用
し
た
学
力
向
上
の
取
組
や
、
教

育
相
談
・
体
験
的
な
学
習
や
学
校
行
事

の
充
実
な
ど
、
各
校
で
様
ざ
ま
な
改
善

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
に

お
い
て
も
、　
「
二
学
期
制
検
証
・
元
気

の
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
を

設
け
、
学
校
二
学
期
制
に
よ
る
教
育
内

容
の
改
善
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

都
市
計
画
事
業　

長
瀬
駅
前
野
久
保
線

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
用
地
の
取
得

に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
道
第
１
１
０

号
路
線
以
南
に
つ
い
て
は
供
用
開
始
に

向
け
、
占
用
物
件
な
ど
の
移
転
の
た
め

の
造
成
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

武
州
長
瀬
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

に
あ
わ
せ
、
橋
上
駅
舎
化
を
見
据
え
な

が
ら
東
武
鉄
道
と
自
由
通
路
の
協
議
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
19
年
度
か
ら
進
め
て
い

る
武
州
長
瀬
駅
周
辺
の
用
途
地
域
の
変

更
、
防
火
・
準
防
火
地
域
の
指
定
、
地

区
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県

知
事
同
意
後
の
決
定
告
示
を
平
成
20
年

７
月
を
目
途
に
進
め
て
い
ま
す
。

福
祉
・
障
害
者
支
援
事
業　

い
わ
ゆ
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
の
施
行
に
よ
り
、

１
日
の
利
用
者
が
５
千
人
以
上
あ
る
駅

は
、
平
成
22
年
度
ま
で
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
町
に

お
い
て
は
、
東
武
越
生
線
の
３
駅
が
対

象
に
な
り
ま
す
。
川
角
駅
に
は
、
ス
ロ
ー

プ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基
、
多
機
能
ト

イ
レ
を
、
武
州
長
瀬
駅
お
よ
び
東
毛
呂

駅
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基
、
専
用

の
跨こ

線せ
ん

橋き
ょ
う

、
多
機
能
ト
イ
レ
を
整
備
し
、

町
民
の
駅
利
用
の
利
便
性
を
確
保
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、

事
業
の
実
施
主
体
は
東
武
鉄
道
で
、
工

事
は
３
駅
同
時
に
行
い
ま
す
。

土
木
・
観
光
関
連
事
業　

岩
井
地
内
道

路
改
良
工
事
ほ
か
７
路
線
の
工
事
を
行

い
、
住
民
が
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う

生
活
道
路
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
農
道

整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
荒
廃
し
た
森
林
の
再
生
事
業

と
し
て
、
滝
ノ
入
地
内
に
あ
る
町
有
林

を
民
間
企
業
の
社
会
貢
献
の
一
環
と
し

て
協
力
を
得
て
、
平
成
20
年
度
よ
り
間

伐
し
、
３
か
年
計
画
で
山
桜
・
も
み
じ

な
ど
を
植
栽
し
、
町
民
憩
い
の
場
と
し

て
再
生
し
ま
す
。
そ
の
た
め
の
進
入
路

と
し
て
、
町
道
第
６
０
８
４
号
路
線
の

測
量
業
務
委
託
と
道
路
改
良
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

町
界
町
名
地
番
整
理
事
業　

平
成
16
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
町
界
町
名
地
番

整
理
事
業
に
つ
い
て
、
本
年
度
は
「
岩

井
西
」
地
区
51
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
実

施
し
ま
す
。

水
道
事
業　

平
成
20
年
４
月
分
か
ら
一

般
家
庭
の
水
道
料
金
引
き
下
げ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
後
と
も
町
民

の
皆
さ
ん
に
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供

給
し
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き
石
綿
管

更
新
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
苦に

が

林ば
や
し

浄
水
場
に
浄
水
施
設
を
整
備
す
る
た

め
実
施
計
画
書
等
作
成
の
業
務
委
託
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

　

平
成
20
年
度
の
予
算
は
、
総
じ
て
教

育
と
安
心
・
安
全
を
重
ん
じ
た
予
算
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
増
額
予
算
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
町
民
の
立
場
に
立

ち
、
行
財
政
改
革
を
引
き
続
き
推
進
し
、

希
望
と
活
力
に
満
ち
た
明
日
の
毛
呂
山

町
を
築
く
た
め
、
最
大
限
の
努
力
を
い

た
し
て
い
く
決
意
で
す
。
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歳　入
事
業
の
取
捨
選
択
で
、
時
代
に
即
し
た
施
策
を
再
構
築

平
成
20
年
度
当
初
予
算
徹
底
分
析

総
額　

84
億
１
千
７
３
０
万
円
（
対
前
年
比
4
億
５
千
７
３
０
万
円　

5.7
％
増
）

人
口
１
人
当
り
約
22
万
９
千
円

それで、町債と、

臨時財政対策債

を発行するのね

財政調整基金も

取り崩してるわ

町債の一部は地方交
付税措置があって、
地方交付税を算定す
るときに、考慮され
るよ

町税 47.8％
　40億2,014万2千円（+3,020万7千円）

分担金及び負担金1.6％
　1億3,681万2千円（+1,565万4千円）

使用料及び手数料 0.8％
　6,899万6千円（+236万1千円）

地方交付税 17.0％
　14億3,000万円（+1億8,000万円）

町債 5.9％
　4億9,750万円（+4,400万円）

国庫支出金 5.3％
　4億4,689万8千円（+5,263万9千円）

　6億5,750万円（+30万円）
　地方消費税交付金　　3億円　　　 （+500万円）
　地方譲与税　　　　　1億1,800万円（0）
　地方特例交付金　　　 　 2,050万円（+50万円）
　自動車取得税交付金　 　 9,000万円（－500万円）
　ゴルフ場利用税交付金 　 8,200万円（－100万円）
　利子割交付金　　　　 　 1,500万円（0）
　株式等譲渡所得割交付金    800万円（－200万円）
　配当割交付金　　　　 　 1,800万円（+300万円）
　交通安全対策特別交付金    600万円（－20万円）

繰入金 4.6％
　3億9,050万7千円（－1,985万9千円）

その他 1.1%
　9,141万3千円（+517万8千円）
　財産収入 808万8千円（+154万1千円）
　寄附金　　　　2千円（0）
　諸収入  8,332万3千円（+363万7千円）

その他 7.9％

自
主
財
源
（
町
が
単
独
で
確
保
で
き
る
財
源
）
57
・
8
％

依
存
財
源
（
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
）
42
・
2
％ 

 
 

 

　町民税　　　  20億4,964万円（+1,431万3千円）
　固定資産税 15億9,407万3千円（+1,961万8千円）
　軽自動車税　　 5,060万2千円（+92万9千円）
　町たばこ税  1億9,530万4千円（－699万8千円）
　入湯税　　　　　  33万3千円（－2万7千円）
　都市計画税　　 1億3,019万円（+237万2千円）

繰越金1.9％
　1億6,000万円（+1,000万円）

昨年度の交付実績

に基づいて、地方

交付税も増加して

いるね

ただ、今年度は

出費も多いから

…これだけじゃ

足りないんだ

県支出金 6.1％
　5億1,753万2千円
 （+1億3,682万円）

町税
47.8％

分担金及び負担金 1.6%

使用料及び手数料 0.8%
繰入金
4.6%

繰越金
1.9%

その他 1.1％

地方交付税
17.0％

町債
5.9％

国庫支出金
5.3％

県支出金
6.1％

その他
7.9％

町民税や固定

資産税が増え

ているわ



教育費
24,295 円

総務費
36,543 円

農林水産業費
 3,895 円

公債費
20,525 円

消防費
15,639 円

衛生費
21,219 円

民生費
64,901 円

その他
10,206 円

土木費
31,738 円

消防費 6.8％
　5億7,492万9千円
 （+1,608万5千円）
　防災対策に係る経費です。

　23億8,594万4千円
 （+1億5,007万1千円）
　社会福祉施設の整備運営や
　医療などに係る経費です。
　

衛生費 9.3％
　7億8,005万6千円
 （－2,586万6千円）
　公衆衛生、ごみの収集など
　に係る経費です。

公債費 9.0％
　7億5,456万3千円
 （－460万3千円）
　町債（借金）の返済金です。

農林水産業費 1.7％
　1億4,320万7千円
 （－483万6千円）
　農林業の振興、観光など
　に係る経費です。

その他 4.4％
　3億7,521万7千円（+2,030万3千円）
　諸支出金　 1億5,337万9千円（－994万3千円）
　議会費　　 1億94万1千円（－839万9千円）
　商工費　　 3,889万2千円（－331万5千円）
　予備費　　 5,196万7千円（+4,196万7千円）
　労働費　　 3,003万2千円（－7千円）
　災害復旧費 6千円（0）

民生費
28.3％

総務費
16.0％

土木費
13.9％

教育費
10.6％

衛生費
9.3％

公債費
9.0％

消防費
6.8％

農林水産業費 1.7％

その他 4.4％

総務費16.0％
　13億4,342万9千円
 （+4,921万1千円）
　庁舎の管理などに係る経費
　です。

土木費13.9％
　11億6,678万3千円
 （+2億66万1千円）
　道路、住宅、公園などの建
　設、整備、維持管理に係る
　経費です。

教育費 10.6％
　8億9,317万2千円
 （+5,627万4千円）

歳　出
民生費28.3％

町民 1 人あたりに使われるお金は

合計 22 万 8,961 円
※平成 20 年 3 月 31 日現在の人口 36,763 人で算出

学校の維持管理、給食など
教育全般に係る経費です。

5

人件費は、行財政改

革の成果で減ってい

るよ

人件費の推移

今年度も障害者福祉や子

育て支援対策を中心にお

金を配分しているね

東武越生線駅のバリアフリー化を進

めるために土木費が増えているわ。

これも高齢者や障害者が暮らしやす

い町をつくるためなのね。

平
成
20
年
度

平
成
19
年
度

平
成
18
年
度

平
成
17
年
度

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

平
成
14
年
度

20億円

25億円

25
億
　

９
２
９
万
１
千
円

24
億
６
０
４
９
万
９
千
円

24
億
１
４
８
６
万
８
千
円

24
億
２
８
９
４
万
２
千
円

23
億
４
２
３
３
万
９
千
円

22
億
５
９
６
９
万
３
千
円

22
億
４
３
７
７
万
円
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埼玉西部環境保全組合負担金
4億7,930万円毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合負担金

4億2,419万3千円
文化財の調査、保存事業
528万9千円

泉野小学校プレハブ校舎借上料
1,101万5千円
泉野小学校耐震２次診断業務委託料
659万4千円
泉野小学校区学童保育所設計委託料
200万円

毛呂山中学校耐震補強工事
設計業務委託料

606万3千円

毛呂山小学校校舎耐震補強工事
1億2,052万4千円

図書等備品購入
720万円

町社会福祉協議会補助金
3,015万円

町界町名地番整理事業委託料
1,680万円

駅バリアフリー化事業負担金
1億5,400万円

交通安全対策事業
3,936万5千円

農道・用排水路改良工事
3,240万円

企業の森関係工事費
960万円

坂戸地区衛生組合負担金
6,972万9千円

コミュニティ施設特別整備事業補助金
1,059万6千円
集会所用地借地料補助金
186万円

区運営費補助金
446万5千円
コミュニティ協議会補助金
210万円

観光事業
720万2千円

介護給付費・訓練等給付費
1億8,642万4千円
自立支援医療給付費
1,634万5千円
重度心身障害者医療費
6,754万8千円

こども医療費支給事業
5,211万7千円

商工会補助金
770万円

産業まつり補助金
300万円

サマーフェスティバル補助金
155万円

街路灯設置事業補助金
180万円

老人福祉センター管理運営委託料
2,516万5千円

児童手当（特例給付含む）
2億3,565万円

各種検診および予防接種委託事業等
4,651万2千円

生徒指導・教科指導支援員事業
2,860万4千円

就学援助費
1,305万9千円

岩井・川角学童保育所エアコン設置工事
200万円

英語指導委託料
552万円

学校給食センター厨房機器借上料
1,919万8千円

小・中学校パソコン機器借上料
2,436万円
小・中学校施設整備工事
3,284万５千円

デイケア施設運営委託料
2,760万円
川角中学校耐震２次診断業務委託料
737万4千円

民間保育所運営委託料
2億4,579万9千円

私立幼稚園就園奨励費
3,513万5千円

1億2,231万3千円
町道整備事業長瀬駅前野久保線整備事業

2億5,939万5千円

岩井西

　医療保険制度の基礎的役割を果たしている国民健康

保険。いざというときに安心して医療を受けることが

できるために使われる予算です。

国民健康保険特別会計
37億9,813万1千円

　　　　（前年度比3.7％減額）

　老人保健制度は平成20年度より、後期高齢者医療制

度に移行しました。この予算は移行前に利用者が受診

した診療費を医療機関に支払うために使われます。

老人保健特別会計
2億3,988万8千円

　　　　（前年度比90％減額）

特別会計予算

後期高齢者医療特別会計
2億3,865万7千円

　町には、一般会計のほかに、５つの特別会計と企業

会計である水道事業会計があります。

　一般会計が町の行政運営の基本的な経費を計上して

いるのに対して、特定財源は特定の財源を特定の支出

に充
あ

てて経理を行います。

　平成20年度より、老人保健制度に代わって新しく

始まった制度で、お年寄りが安心して医療が受けられ

るように、制度の維持・運営に使われます。
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4億7,930万円毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合負担金

4億2,419万3千円
文化財の調査、保存事業
528万9千円
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1億5,400万円
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3,936万5千円
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1億8,642万4千円
自立支援医療給付費
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商工会補助金
770万円

産業まつり補助金
300万円

サマーフェスティバル補助金
155万円

街路灯設置事業補助金
180万円

老人福祉センター管理運営委託料
2,516万5千円

児童手当（特例給付含む）
2億3,565万円

各種検診および予防接種委託事業等
4,651万2千円

生徒指導・教科指導支援員事業
2,860万4千円

就学援助費
1,305万9千円

岩井・川角学童保育所エアコン設置工事
200万円

英語指導委託料
552万円

学校給食センター厨房機器借上料
1,919万8千円

小・中学校パソコン機器借上料
2,436万円
小・中学校施設整備工事
3,284万５千円

デイケア施設運営委託料
2,760万円
川角中学校耐震２次診断業務委託料
737万4千円

民間保育所運営委託料
2億4,579万9千円

私立幼稚園就園奨励費
3,513万5千円

1億2,231万3千円
町道整備事業長瀬駅前野久保線整備事業

2億5,939万5千円

岩井西

　日常生活に欠かせない生活用水を安全供給するた

めの予算です。とくに老
ろうきゅうかん

朽管の布
ふせ つ

設替え、および老

朽施設の改修を積極的に行います。今年度から一般

家庭の水道料金を値下げしました。

水道会計

【収益的収入】水道料金など
　8億 4,111 万円（前年度比 5.3％の減額 )
【収益的支出】水道施設維持管理、県水受水費など
　8億 432 万 8 千円（前年度比 2.5％の減額）
【資本的収入】一般会計繰入金など
　3,419 万 9 千円（前年度比 24.5％の減額）
【資本的支出】配水施設整備など
　4億 353 万 9 千円（前年度比 22.6％の減額）

　介護を必要とする人や、介護予防が必要な人が、

安心して生活を送るために使われる予算です。

介護保険特別会計
14億2,047万2千円

　　　（前年度比8.7％の増額）

　農村地域の生活向上を図るために、汚水の処理を
行います。現在は主要な処理施設の建設が終了し、

施設維持管理費用が中心となっています。

農業集落排水事業特別会計
2,590万7千円

　　　　（前年度比1.5％の増額）
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川
角
中
学
校
で
は
、
二
学
期
制
導

入
を
契
機
と
し
て
体
験
的
な
活
動
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
学
校
行
事
の
見

直
し
・
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
と
し
て
２
年
生
で
実
施
し

た
修
学
旅
行
の
取
組
を
紹
介
し
ま

す
。

　

事
前
学
習
を
計
画
的
に
行
い
、
集

団
活
動
の
規
律
を
身
に
つ
け
、
有
意

義
な
修
学
旅
行
に
す
る
た
め
以
下
の

取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。　
　

　

６
月
11
日
、
毛
呂
山
町
の
名
所
や

遺
跡
、
文
化
財
な
ど
を
班
ご
と
に
徒

歩
で
散
策
し
ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め

そ
の
歴
史
や
由
来
等
を
調
べ
、
実
際

に
探
索
し
て
み
る
こ
と
で
、
あ
ら
た

め
て
新
し
い
発
見
が
あ
り
、
郷
土
を

愛
す
る
気
持
ち
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

８
月
30
日
、
班
ご
と
に
電
車
を
利

用
し
て
、
一
日
を
か
け
て
川
越
の
街

の
歴
史
を
体
験
し
ま
し
た
。
集
団
行

動
の
ル
ー
ル
や
社
会
規
範
を
よ
り
確

実
に
身
に
つ
け
る
よ
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

普
段
は
買
い
物
な
ど
で
川
越
を
訪

れ
る
こ
と
が
多
い
生
徒
た
ち
で
す

が
、
博
物
館
や
蔵
造
り
資
料
館
な
ど

で
川
越
の
歴
史
を
再
確
認
し
ま
し

た
。

　

12
月
６
日
、
修
学
旅
行
の
班
編
制

に
て
東
京
駅
と
上
野
公
園
を
中
心

と
し
た
班
行
動
の
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
地
元
を
離
れ
、
生
徒
た
ち
の
顔

に
は
緊
張
感
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

班
長
を
中
心
と
し
て
ま
と
ま
り
の
あ

る
自
主
的
な
行
動
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
当
日
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
も
一
緒
に

参
加
し
、
生
徒
た
ち
の
活
動
の
様
子

を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

２
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
、京
都
・

奈
良
方
面
で
の
修
学
旅
行
を
行
い
ま

し
た
。

　
　
　
（
１
日
目
）

　
　
　

◎
東
大
寺
（
班
別
行
動
）

　
　
　

◎
宇
治
平
等
院

　
　
　
（
２
日
目
）

　
　
　

◎
京
都
班
別
行
動

　
　
　

◎
漆
器
の
絵
付
け
学
習

　
　
　
（
３
日
目
）

　
　
　

◎
三
十
三
間
堂

　
　
　

◎
清
水
寺

　

修
学
旅
行
に
向
け
て
10
月
か
ら
班

編
制
や
見
学
コ
ー
ス
の
設
定
、
集

団
活
動
の
ル
ー
ル
確
認
等
、
生
徒
た

ち
が
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作

り
、
修
学
旅
行
の
帰
路
に
つ
く
生
徒

た
ち
の
顔
は
、
充
実
感
で
満
ち
て
い

ま
し
た
。「
毛
呂
山
町
め
ぐ
り
」
か

ら
始
ま
り
「
修
学
旅
行
」
ま
で
に
至

る
ま
で
の
事
前
学
習
を
通
し
て
、
生

徒
た
ち
の
自
主
的
・
積
極
的
な
活
動

を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
集
団
活
動
や
時
間
、
社
会
規
範

等
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
貴
重
な
体
験
を
も
と
に
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
を
さ
ら
に
充

実
・
有
意
義
な
も
の
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
修
学
旅
行
に
向
け
て
の

　
　
　
　
　
　

取
り
組
み
」

川角中学校

　～学校教育目標～

・進
しんしゅ

取（自ら学び、絶えず努力する生徒）
・克

こっき

己（心や体を鍛え、困難に打ち勝つ生徒）
・親

しんわ

和（進んで奉仕し、平和を愛する心豊かな生徒）　

毛
呂
山
町
め
ぐ
り

川
越
め
ぐ
り

東
京
め
ぐ
り

修
学
旅
行
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■遊びにおいでよ！　ぴょんぴょん広場

■おはなし会

■幼児クラブ

来

５月の休館日　毎週月曜日および６日 (振休 )

貸出点数（貸出期限）
　図書・雑誌・紙芝居など／１人 10点まで（３週間）
　ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤ・カセット／１人３点まで（１週間）
　

本の紹介

６年　水野　光
ひかり

さん 「カキ取り」

３年　石山　直
な お き

樹くん「ワンチェル」

６年　新井　拓
た く や

弥くん 「かいじゅうくん」

お父さんと楽しくスキンシップ！(「お父さんと中華まん作り」の様子)

図書館へ行こう ☎ (295)1015　

　
児童館へ行こう ５月の休館日　毎週日・月曜日および３日(祝)・４日(祝)・６日(振休) ☎(295)4111

ぼくらのキャンパス
311　光山小学校

■子ども映画会

■おやじ広場
　　～お父さんと小麦粉粘土で遊ぼう～

　５月５日 (祝 ) こどもの日は１日開館し、午後１時 30分から午後３時 30分まで、コマ回し・ベーゴマ・めんこ・
折り紙などの遊びのコーナーを開設しています。遊びに来ませんか？

『裁判員法廷』
芦
あ し べ

辺　拓
たく

／著　　文藝春秋社／出版

　遊びを中心としたなかで、子どもの社会性とお
母さんとのスキンシップを高めることを目的とし
た教室です。
日　時　１班／５月27日(火)から毎週火曜日
　　　　２班／５月29日(木)から毎週木曜日
　　　　(各班とも午前10時から11時30分、全
　　　　７回)
内　容　体操、リズム遊び、工作ほか
対　象　３、４歳児(平成15年８月～平成17年７
　　　　月生まれの子とその母親)
定　員　先着１５組
申込み　５月８日(木)から児童館(電話可)

日　時　５月14日(水)、21日(水)
　　　　午前10時30分～11時30 分
対　象　２歳前後の子とその保護者
内　容　体操・ふれあい遊び・おはなしなど(申
　　　　込み不要)

日　時　５月17日(土)午前10時30分～11時30分
対　象　幼児、小学生とその父親
内　容　小麦粉粘土作りほか
持ち物　調理用ボール、薄力粉（すり切り１カップ）、タオル
定　員　先着１５組
申込み　５月１日(木)から(電話可)

　　　年５月から始まる裁判員制
　　　度。被告人が有罪か無罪か
を決める裁判員に、ある日、あな
たは任命されました！　ほかの裁
判員たちと繰り広げた評議から見
えてきた事件の真相とは？　裁判
員制度がわかる、時代を先取りし
たミステリー小説です。

日　時　５月 10日 ( 土 )
　　　　午後２時～３時
定　員　先着 50人
内　容　こてんこてんこ４

日　時　５月 24日 ( 土 )
　　　　午後２時～２時 30 分
内　容　おはなし、絵本の読み
　　　　聞かせ、紙芝居　など
対　象　１歳児から小学生まで。
　　　　小さなお子さんは、保
　　　　護者同伴でご参加くだ
　　　　さい。

9
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わだいの特選

第３回歴史民俗資料館まつり歴史に触れて、親しんで

ふれあい中央公民館昔の遊びっておもしろい！

カメラルポ

災害時における協定の締
てい

結
けつ

い　ざというときに安心

『成人式努力賞』を受賞新成人の皆さん、おめでとう！

わだいの特選

　２月２１日、毛呂山町とＮＰＯ法人総合生活環境支

援センターとの間で『大規模災害時における生活環境

の支援に関する協定書』の調印式が行われました。こ

の協定は、毛呂山町で大規模災害が発生したときに、

町民生活の早期安定を図るために、仮設トイレの設置

や生活環境支援車両の手配、災害廃棄物処理などにつ

いて締結されたものです。

　３月１９日には、毛呂山町といるま野農業協同組合

との間で『災害時における応急生活物資供給等に関す

る協定書』の調印も行われました。災害発生時の生活

支援や物資提供等について協定を締結しておくことは

とても心強いことです。

　第８回成人式大賞２００８（新成人式研究会主催、

文部科学省後援）において、全国から多数応募がある

なか、毛呂山町成人のつどいが『努力賞』を受賞し、

３月２５日東京・日本青年館での表彰式に実行委員の

代表７人が出席しました。

　この賞は、全国的に成人式のあり方が問われている

なかで、優れた成人式を企画・運営し、他の模範と認

められるものに贈られるものです。実行委員の皆さん、

そして新成人の皆さん、本当におめでとうございます。

　３月１日に中央公民館で「ふれあい中央公民館」が

開催されました。ふれあい中央公民館は、おじいちゃ

んやおばあちゃんに、昔の遊びをいろいろ教わること

ができる楽しいイベントです。当日は、大勢のこども

で賑わい、大人も子どもも一緒になって、竹で作った

弓矢や羽子板、コマ、竹馬、折り紙などで遊びました。

子どもたちは普段体験できない遊びに夢中で、おじい

ちゃんやおばあちゃんに、コマのまわし方や竹馬の乗

り方を教わっていました。

  ３月１日、２

日の２日間にわ

たって、歴史民

俗資料館で「第

３回歴史民俗資

料館まつり」が

開催されまし

た。会場内には、

藍
あい

染
ぞめ

や書道、土
ど

鈴
れい

作りの体験、竹細工や火おこしなど、さまざまな体

験・遊びができるコーナーが設置されました。また、「戦

国時代の毛呂氏」と題した講演会と鎧
よろい

を着装した武者

による甲
かっ

冑
ちゅう

の解説、お囃
はや

子
し

、太鼓演奏、マジックショー、

みこし練
ね

りなど、数多くの催し物も開催され、大人も

子どもも一日中、歴史や民俗にふれて楽しんでいまし

た。 



写真左が小田切さん右が倉敷さん

 

米
づ
く
り
に
情
熱
を
燃
や
す

　

二
人
の
青
年  ―

新
し
き
村―

 

11

キ

ラリ
輝いてます！

文化財シリーズ 182

毛
も

呂
ろ

本
ほん

郷
ごう

と毛
も

呂
ろ

宿
じゅく

の歴史

　

現
在
の
毛
呂
本
郷
地
区
は
江
戸
時
代
、

「
毛
呂
宿
」と
呼
ば
れ
、八
王
子
と
上
州（
今

の
群
馬
県
）
を
結
ぶ
八
王
子
往お

う
か
ん還
（
現
在

の
県
道
飯
能
寄
居
線
と
ほ
ぼ
同
じ
道
筋
）

の
町
場
と
し
て
、
越お

ご
せ生
と
と
も
に
栄
え
て

い
ま
し
た
。

　

往
還
沿
い
は
、
上か

み

町ち
ょ
う
、
中な

か

町ち
ょ
う
、
下し

も

町ち
ょ
う
と

呼
び
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
以
前
は
そ

れ
ぞ
れ
上か

み

宿じ
ゅ
く
、
中な

か

宿じ
ゅ
く
、
下し

も

宿じ
ゅ
く
と
い
い
、
周

辺
の
小こ

字あ
ざ

に
も
宿し

ゅ
く

、本ほ
ん
じ
ゅ
く宿

、宿し
ゅ
く
ぐ
ち口

、西に
し

裏う
ら（

宿

の
西
の
裏
の
意
と
い
わ
れ
て
い
る
）
な
ど

と
い
う
地
名
が
残
さ
れ
て
い
て
往
時
の
様

相
を
偲し

の

ば
せ
て
い
ま
す
。

　

天て
ん

保ぽ
う

９
年
（
１
８
３
８
）、
江
戸
幕
府

の
巡じ

ゅ
ん
け
ん見
の
折
に
提
出
さ
れ
た
「
村む

ら

差さ
し

出だ
し

明め
い

細さ
い

帳ち
ょ
う
」
に
は
当
時
の
村
の
様
子
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。村
の
広
さ
は
東
西
５
町
程（
約

５
４
５
メ
ー
ト
ル
）、
南
北
８
町
程
（
約

８
７
２
メ
ー
ト
ル
）、
幕
府
か
ら
の
さ
ま

ざ
ま
な
通
達
を
掲
示
す
る
高こ

う

札さ
つ

場ば

が
１

ヵ
所
、
家
数
は
67
軒
、
住
人
は
２
８
９
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
往
還
沿
い
の
町
並
み

は
今
も
両
側
に
間
口
が
狭
く
、
縦
長
の
住

宅
が
短
冊
状
に
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
は
家
屋
が
立
て
込
ん
で
く
る
と
１
軒
あ

た
り
の
間
口
が
決
め
ら
れ
た
た
め
に
で
き

る
町
場
特
有
の
家
並
み
で
す
。
中
に
は
古

い
建
築
様
式
の
家
も
あ
り
、
絹
問
屋
を
営

ん
で
い
た
「
問
屋
」、
寺
子
屋
だ
っ
た
「
お

師
匠
様
」
な
ど
と
い
う
屋
号
な
ど
も
今
に

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

毛
呂
宿
の
成
立
時
期
は
は
っ
き
り
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
中
世
鎌
倉
時
代
よ

り
こ
の
地
を
治
め
て
い
た
毛
呂
氏
の
居き

ょ

館か
ん

が
往
還
沿
い
の
榎え

の
き
の
所
に
あ
っ
た
と

か
、
毛
呂
宿
に
程
近
い
大
字
岩
井
字
馬ば

ん

場ば

に
同
氏
の
館
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
も
あ

り
、
領
主
で
あ
る
毛
呂
氏
の
も
と
に
毛
呂

宿
と
い
う
町
場
が
成
立
し
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
歴
史
深
い
宿
場
町
を
訪
ね

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

２
月
11
日
に
行
わ
れ
た
宮
崎
県
木き

じ
ょ
う
ち
ょ
う

城
町

と
、
毛
呂
山
町
と
の
友
情
都
市
盟
約
を
記

念
し
て
、
新
し
き
村
に
暮
ら
す
人
び
と
を

３
回
シ
リ
ー
ズ
で
特
集
す
る
。

　

新
し
き
村
は
農
業
に
よ
る
自
活
を
進
め

て
い
る
。
今
回
は
、
稲
作
を
担
当
し
て
い

る
小
田
切
正
雄
(40)
さ
ん
と
倉く

ら
し
き敷
幸こ

う
じ児

(31)
さ

ん
に
話
を
う
か
が
っ
た
。

　

小
田
切
さ
ん
は
、
父
親
の
仕
事
上
、
転

勤
が
多
く
て
、
あ
ち
こ
ち
を
転
々
と
し
て

い
た
。
ち
ょ
う
ど
帯
広
に
い
る
こ
ろ
、
本

屋
で
武む

者し
ゃ

小こ
う

路じ

実さ
ね

篤あ
つ

の
書
い
た
本
に
出

会
い
、
入
村
を
決
意
し
た
と
温
か
み
の
あ

る
口
調
で
語
る
。
倉
敷
さ
ん
は
、
県
内
育

ち
で
、
浦
和
の
図
書
館
で
実
篤
の
書
い
た

本
に
出
会
い
触
発
さ
れ
た
と
少
し
緊
張
気

味
に
話
す
。
読
書
が
好
き
で
、
新
し
き
村

の
機
関
紙
に
も
寄
稿
し
て
い
る
と
い
う
。

　

二
人
は
、
２
町
５
反
（
約
２
万
５
千
平

方
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
あ
る
村
の
田
ん
ぼ
を

耕
作
し
て
い
て
、
米
の
無
農
薬
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
寒
い
時
期
か
ら
田
ん
ぼ

の
土
づ
く
り
を
始
め
、
肥
料
に
は
米こ

め
ぬ
か糠
や

籾も
み
が
ら殻

の
炭
を
使
っ
て
い
る
。
苗
づ
く
り
も

種た
ね
も
み籾

を
１
か
月
ほ
ど
冷
水
に
浸
け
る
な
ど

し
て
鍛
え
、
中

ち
ゅ
う
び
ょ
う
苗
ま
で
発
育
さ
せ
て
か
ら

田
植
え
を
し
て
い
る
。
無
農
薬
の
た
め
、

稚ち
び
ょ
う苗
の
状
態
で
植
え
る
と
稲い

ね
み
ず水
ゾ
ウ
ム
シ

な
ど
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、
見
る
も
無

残
な
姿
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
う
し

て
い
る
と
い
う
。

　

５
年
ほ
ど
前
の
冷
夏
に
、
周
囲
の
田
ん

ぼ
で
イ
モ
チ
病
が
大
量
発
生
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
育
て
た
苗
は
、
被
害
が
少
な

か
っ
た
。
こ
の
と
き
は
、
丈
夫
な
苗
を
育

て
る
大
切
さ
を
実
感
し
た
と
い
う
。ま
た
、

「
新
し
き
村
の
田
ん
ぼ
で
は
、
除
草
剤
を

使
用
し
な
い
の
で
、
手
取
り
除
草
が
大
変

で
あ
る
。
暑
い
時
期
に
中
腰
で
、
下
を
向

い
て
行
う
作
業
は
、
と
て
も
き
つ
い
。
で

も
、
豊
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
生
態
系
の
中

で
の
種
々
の
生
き
物
と
の
出
会
い
が
、
せ

め
て
も
の
慰
め
で
あ
る
」
と
語
る
。

　
「
米
の
栽
培
は
、
そ
ん
な
に
儲も

う

か
ら
な

い
け
れ
ど
、
自
然
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
続
け
る
価
値
が
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ

て
い
る
」。
ま
た
、「
い
く
ら
無
農
薬
で
も

お
い
し
く
な
い
と
買
っ
て
も
ら
え
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
米
を
作
り
続
け
た

い
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
た
。　

～江戸時代の宿場を歩こう～

古い趣
おもむき

を残す家



 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
能

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
た
く
さ
ん
の

効
能
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
で
代
表
的
な
も
の
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

■
脂
肪
を
燃
や
す

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
体
内
に
十
分
な

酸
素
を
取
り
込
み
な
が
ら
行
う
有
酸
素

運
動
で
す
。
脂
肪
を
効
率
良
く
燃
焼
さ

せ
、
心
肺
機
能
の
向
上
や
肥
満
の
解
消

な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

■
脳
が
活
性
化
す
る

　

多
く
の
酸
素
を
必
要
と
す
る
脳
細
胞

に
、
歩
く
と
い
う
運
動
で
十
分
に
酸
素

を
供
給
し
、
脳
の
神
経
細
胞
に
刺
激
を

与
え
て
脳
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

■
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ
な
が
る

　

仕
事
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
は
、
適
度
な

運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
手
ご
ろ
な
運
動
と
し

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
最
適
で
す
。

　

　

町
国
保
で
は
、
毎
年
、
１
０
０
万
歩

を
め
ざ
し
て
歩
く
「
い
き
い
き
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
７
月
か
ら
11
月
末
ま
で
の
５
か
月
間

実
施
し
、
多
く
の
人
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
録
表
に

は
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
る
こ
と
で
、

「
足
腰
の
疲
れ
に
改
善
が
見
ら
れ
た
」　

「
朝
、
快
適
に
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き

た
」「
食
欲
が
出
た
」「
風
邪
を
ひ
き
に

く
く
な
っ
た
」
な
ど
の
効
果
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

■
参
加
者
の
１
日
平
均
歩
数

　

１
日
７
千
歩
が
理
想
的
な
平
均
歩
数

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
均
歩
数
以

上
に
歩
か
れ
た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
な
か
に
は
１
日
２
万
歩
以
上
歩
か

れ
た
人
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
毎
日

歩
い
て
い
る
な
か
で
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
感
じ
ら
れ
る
。
楽
し
ん
で
歩
い
て

い
る
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
書
か
れ

て
い
る
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

■
朝
の
目
覚
め

　

適
度
な
運
動
は
快
眠
を
促
し
、
朝
目

覚
め
る
際
、
快
適
に
目
覚
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
で
す
。

【
完
歩
賞
授
与
及
び
健
康
講
座
】

　

５
か
月
間
で
１
０
０
万
歩
を
達
成
さ

れ
た
方
が
た
に
対
し
、
完
歩
賞
の
授
与

と
健
康
講
座
を
行
い
ま
し
た
。
健
康
講

座
で
は
、
理
学
療
法
士
の
遠え

ん

藤ど
う

敏さ
と
し

先
生

を
招
き
、「
み
ん
な
で
知
ろ
う
！　

歩

行
の
し
く
み
」
を
テ
ー
マ
に
、
運
動
と

体
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
に
つ
い
て
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
９
５
ー
２
１
１
２　

内
線
１
２

　

７
・
１
２
８

　

｢

歩
く｣
こ
と
は
、
骨

こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
・
糖
尿
病
・
老
化
な
ど
を
防
い
だ
り
、
高
血
圧
を
抑
え
た

り
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
体
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

健康講座のようす 授与式のようす

 

国
保
い
き
い
き

 　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
録
表

　
　
　
　

集
計
結
果
（
抜
粋
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

　
　
　
　
　

 

始
め
ま
せ
ん
か

無回答
12％

変化なし
26％

起きられない
2％

起きられる
60％

10,000
歩以上
20％

15,000歩以上
2％

20,000歩以上
2％

5,000歩以上
67％

5,000歩未満
9％
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町民の皆さんと町とのパイプ役として働いていただく区長さんをお知らせします。皆さんが生活してい
る地域のことなどで、困っていることや気がついたこと、町に対する要望などがありましたら、区長

さんまでご相談ください（敬称略）。

平成２０年度の区長さんを紹介します
問　役場総務課自治振興係　察（２９５）２１１２　内線３１４

平
成
20
年
４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

課
長
・
専
門
員
・
副
課
長
（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
）
の
異
動
と
、
退

職
者
お
よ
び
新
規
採
用
職
員
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
組
織
機
構
改
革
の
た
め
総
務
課
庶
務
係
と
総
務
課
自
治
振
興
係

が
統
合
さ
れ
、
総
務
課
自
治
振
興
係
と
な
り
ま
し
た
。

町
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問　

役
場
総
務
課
職
員
係
察
２
９
５―

２
１
１
２　

内
線
３
１
6
・
３
１
７

人
事
異
動
（
順
不
同
。
敬
称
略
）

▽
教
育
総
務
課
長　

伊
藤
昭
一
郎

（
水
道
課
長
）　

▽
水
道
課
長　

坂

下
均ひ
と
し

（
水
道
課
副
課
長
）　

▽
産

業
振
興
課
専
門
員
兼
副
課
長　

森

修お
さ
む

（
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
専
門
員

兼
副
課
長
）　

▽
水
道
課
副
課
長

波
田
邦く
に
お雄

（
産
業
振
興
課
副
課

長
）
▽
給
食
セ
ン
タ
ー
副
所
長
兼

管
理
係
長
兼
調
理
係
長　

井
上
辰

雄
（
給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
管
理

係
長
兼
調
理
係
長
）　

▽
福
祉
課

副
課
長　

粟あ
お
う
だ
よ
し
こ

生
田
良
子
（
福
祉
課

主
幹
）　

▽
住
民
課
副
課
長　

岡

野
鈴
代
（
住
民
課
主
幹
）　

退
職
者
（
３
月
31
日
付
け
）

▽
関
口
努つ
と
む

（
教
育
次
長
兼
教
育
総

務
課
長
）　

▽
岡
野
孝
（
税
務
課

専
門
員
）　

▽
佐
野
豊
（
埼
玉
西

部
環
境
保
全
組
合
次
長
）　

▽
徳

江
修
一
（
産
業
振
興
課
主
幹
）
▽

寄よ
り
さ
き崎

順じ
ゅ
ん
こ子

（
学
校
教
育
課
指
導
主

事
・
埼
玉
県
教
育
委
員
会
へ
帰
任
）

▽
細
谷
悦
子
（
上
町
保
育
園
長
）

▽
小
室
博
司
（
ま
ち
づ
く
り
整
備

課
都
市
計
画
係
長
）　

▽
野
口
高

義
（
産
業
振
興
課
農
林
係
長
）　

▽
森
麻
子
（
住
民
課
主
査
）　

▽

国く
に
ぶ
さ
ち
こ

分
幸
子
（
旭
台
保
育
園
主
任
保

育
士
）　

▽
市
川
和わ
い
ち一

（
秘
書
広

報
課
主
任
）　

▽
斉
藤
京
子
（
生

涯
学
習
課
主
任
）　

▽
竹
田
好よ
し
み美

（
管
財
課
主
任
）　

▽
吉
田
洋ひ
ろ
み美

（
住
民
課
主
任
）　

▽
中
島
清
（
管

財
課
自
動
車
運
転
手
）
▽
小
室

貞さ
だ
お朗

（
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

新
規
採
用
者

▽
学
校
教
育
課
指
導
主
事　

向む
か
い
だ田

正
人（
埼
玉
県
教
育
委
員
会
よ
り
）

▽
税
務
課
主
事　

荻
野
睦む
つ
み　

▽
住

民
課
主
事　

目
黒
恵
子　

▽
福
祉

課
主
事
補　

大
野
菜
津
代　

▽
高

齢
者
支
援
課
主
事
補　

峯
岸
美
幸

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
主
事　

水
野
克

利　

▽
上か
み
ち
ょ
う町

保
育
園
保
育
士　

山

下
貴
子　

▽
旭
台
保
育
園
保
育
士

高
田
宏ひ
ろ
み益　

▽
若
草
保
育
園
保
育

士　

窪
田
渚な
ぎ
さ　

▽
旭
台
保
育
園
保

育
士　

持
田
佐
知
子　

▽
若
草
保

育
園
保
育
士　

青あ
お
や
ぎ柳

み
ど
り
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毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771

毛
も ろ ほ ん ご う

呂本郷　　　森田　誠一

小
こ だ や

田谷　　　　神
か み き

木　義雄

長瀬一　　　　栗原　　崇
たかし

長瀬二　　　　横
よ こ て

手　宜
のりなが

永

長瀬三　　　　森　　和男

前久保　　　　中井　達夫

沢田　　　　　村本　　洋

平山　　　　　堀口　榮司

大
だ い し

師一　　　　木村　　尚
ひさし

大師二　　　　島田　利夫

滝
た き の い り

ノ入　　　　青木　　甫
はじめ

阿
あ す わ

諏訪　　　　大野憲一郎

大
お お や ぎ

谷木　　　　大谷木義之

葛
つづらぬき

貫　　　　　小久保光
こうはち

八

権
ごんげんどう

現堂　　　　中
なかなみ

並　　守

宿
しゅくや

谷　　　　　市川恵美子

川角　　　　　弓田　勝俊

玉
ぎょくりんじ

林寺　　　　桂　　真
しんどう

道

苦
にがばやし

林　　　　　小林　泰夫

大類　　　　　鎭
し ず め

目　和
い ず み

泉

西大久保　　　岡野　　勉

市場　　　　　松本　良
りょうじん

臣

下川原　　　　関根　健一

西
さ い ど

戸　　　　　松本　幸
ゆ き お

男

箕
み の わ だ

和田　　　　関口　勝夫

第一団地１　　堀切　一美

第一団地２　　角
か く た

田　正夫

第一団地３　　新田　秀雄

第一団地４Ａ　大原　ミイ

第一団地４Ｂ　青木　勇次

第一団地５　　山下　重弘

第二団地１　　下
しもむら

村トシ子

第二団地２　　大木　政義

第二団地３　　秋山　　孝
たかし

第二団地４　　森澤　保男

第二団地５　　相
そ う ま

馬　唯
た だ し

史

第二団地６　　大野　文
ふみよし

允

毛呂山台　　　横山　竹
た け じ

次

学園台　　　　櫻井　修二

第三団地　　　三上　　繁
しげる

角
つ の き

木団地　　　北見勢
せ つ こ

津子

日
にっせい

生団地　　　林　　史
ふ み こ

子

第四団地　　　木村　正雄

第五団地　　　篠山　嘉
よ し お

生

第六団地　　　相澤　三郎

岡本団地　　　平林　重利

総
そうにわ

庭団地　　　長谷川美惠子

東
とうはら

原団地　　　山内　要
よういち

一

日
に っ か

化団地　　　大久保敏久

第十三団地　　影山　信彦

むさし野自治会　秋
あきにわ

庭　利弘

新南台自治会　立川　　隆

ゆずの木台　　新井　邦男

旭台団地北　　相
そ う ま

馬　太
たいさく

作

第九団地　　　小
お の ぐ ち

野口　吉
よし

双
ふ た ば

葉団地　　　井
い う ち

内　　宏

旭台（大）　　 和田　　一
はじめ

旭台　　　　　新倉　敏雄

旭台団地南　　橋
はしやだきゅうえい

谷田久榮

第七団地　　　後藤　一郎

西
にしはら

原団地　　   島田　宗夫

平山ニュータウン　姉
あねざき

﨑　庚
こういち

一

いわい団地　　伊賀　悦子

谷
や ば た

端団地　　　青木　文夫

シャルマンコーポ毛呂山自治会

　　　　　　　宮崎　勇次

ジョイム毛呂山　北川　弘
ひろのぶ

宣

目白台自治会　永澤　英和



　

毎
年
、
５
月
は
赤
十
字
運
動
月

間
で
す
。
日
本
赤
十
字
社
で
は
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
活
動
資
金

（
社
資
）
に
よ
り
、災
害
救
済
活
動
、

国
際
救
援
活
動
、
救
急
法
等
講
習

活
動
、
献
血
事
業
、
医
療
事
業
な

ど
の
様
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問　

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部

　

毛
呂
山
町
分
区
（
事
務
局
／
役

　

場
福
祉
課
地
域
福
祉
係
察
内
線

１
１
１
・
１
１
２
）

対　

現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
で

引
き
続
き
治
療
が
必
要
な
20
歳

未
満
の
人

期
間　

５
月
１
日
㈭
か
ら
６
月
16

　

日
㈪
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝

　

日
は
除
く
）

場　

埼
玉
県
保
健
所
・
分
室

必
要
書
類　

申
請
書
、
医
療
意
見

　

書
、
生
計
中
心
者
の
所
得
税
関

　

係
証
明
書
な
ど

問　

県
保
健
所
・
分
室
、
ま
た
は

県
健
康
づ
く
り
支
援
課
察
０
４
８

―

８
３
０―

３
５
６
１

　

障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
の
生
活
や
就
学
に
関
し
て
、

不
安
や
悩
み
を
持
つ
保
護
者
の
た

め
に
、
豊
か
な
経
験
や
専
門
的
知

識
の
あ
る
教
員
・
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日　

８
月
４
日
㈪
／
高
坂
市
民
活

　

動
セ
ン
タ
ー
、
８
月
27
日
㈬
／

　

飯
能
市
教
育
セ
ン
タ
ー

※
そ
の
他
の
会
場
に
つ
い
て
は
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

申
・
問　

５
月
23
日
㈮
ま
で
に
教

　

育
セ
ン
タ
ー
☎
２
９
５―

０
６

　

２
２
、
町
教
育
委
員
会
学
校
教

　

育
課
指
導
係
☎
内
線
５
３
２
に

　

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明

　

記
し
て
、
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

～
保
険
や
供き
ょ
う
た
く託
の
確
認
を

　
　
　
　
　
　
　

お
忘
れ
な
く
～

　

平
成
21
年
10
月
１
日
以
降
に
引

き
渡
さ
れ
る
住
宅
に
は
「
特
定
住

宅
瑕か

し

た

ん

ぽ

疵
担
保
責
任
の
履り

こ
う行
の
確
保

等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
事

業
者
に
保
険
か
供
託
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。
住
宅
購
入
さ
れ
る
際

は
、
そ
の
住
宅
が
き
ち
ん
と
保
険

や
供
託
の
措そ

ち置
を
と
ら
れ
て
い
る

か
忘
れ
ず
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
都

　

市
計
画
係
察
１
４
３
・
１
４
４

　

毛
呂
山
町
学
童
保
育
で
は
、
臨

時
入
所
、
一
時
保
育
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
平
成
20
年
度
は
、
入
所

児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、
臨
時
入

所
、
一
時
保
育
を
休
止
し
ま
す
。

問　

岩
井
学
童
察
２
９
５―

１
０

　

８
２
、
川
角
学
童
察
２
９
５―

　

５
０
８
４

　

町
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成

の
た
め
に
、
事
業
や
研
修
な
ど
を

お
こ
な
っ
て
い
る
行
政
区
単
位
に

設
置
さ
れ
た
青
少
年
育
成
組
織

（
子
ど
も
会
育
成
会
な
ど
）
を
対

象
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
は
均き
ん
と
う
わ
り

等
割
と
組
織
内
の

小
・
中
学
生
の
人
数
割
で
算
出
し
、
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■中央公民館	 察 (294)1250
■東公民館	 察 (295)2277
■歴史民俗資料館	 察 (295)8282
	 捌 (295)8297
■総合公園体育館	 察 (294)7179
■福祉会館(社会福祉協議会)	 察 (295)3111
	 捌 (295)7258
■保健センター	 察 (294)5511
	 捌 (295)5850

税金
休日納税窓口　５月２４日(土)・２５日(日)
　　　　　　　午前９時～午後３時
夜間納税窓口　５月29日(木)午後８時まで 
場・問　税務課納税係察内線１９３・１９４

休日納入窓口　５月２４日(土)・２５日(日)
　　　　　　　午前９時～午後３時
内容　介護保険料の納入、口座振替の申込
　み（通帳と銀行届出印が必要）、納入相談 
場・問　高齢者支援課保険料係
　察内線１５８・１５９

介護保険料

毎月末の土・日曜日は
納税・納入窓口を開設しています

日 ･････ 日　時　　　場 ･････ 場　所
定 ･････ 定　員　　対 ･････ 対象者
料 ･････ 料金・費用
申 ･････ 申込み　　問 ･････ 問合せ先
察 ･････ 電話番号

捌 ･････ ファクス番号

顧 ･････ 電子メールアドレス

･････ ホームページアドレスHP

公共施設電話案内

毛呂山町役場
　察（２９５）２１１２
　捌（２９５）０７７１

平
成
20
年
度
日
赤
社
資

募
集
の
お
願
い

小し
ょ
う
に
ま
ん
せ
い

児
慢
性
特
定
疾し
っ
か
ん患
医
療

給
付
の
継
続
申
請
の
受
付 

学
童
保
育
の
臨
時
入
所
、

一
時
保
育
の
休
止
に
つ
い
て

住
宅
を
購
入
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

毛
呂
山
町
青
少
年
育
成
事

業
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

平
成
20
年
度
巡
回
就
学
相
談



予
算
の
範
囲
内
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

申
・
問　

５
月
９
日
㈮
ま
で
に
教

　

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学
習
支

　

援
係
察
内
線
５
２
２
に
備
え
付

　

け
の
申
請
用
紙
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

　

毛
呂
山
町
に
お
い
て
、
町
職
員

を
名
乗
り
、
「
税
金
の
還か
ん
ぷ付

が
あ

る
」
な
ど
の
電
話
を
し
、
現
金
を

振
り
込
ま
せ
る
詐
欺
事
件
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
町
で
は
税
金
な
ど

の
還
付
が
あ
る
場
合
は
、
事
前
に

文
書
な
ど
で
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
の
勧

誘
な
ど
を
装
よ
そ
お

っ
て
電
話
を
か
け
て

き
て
、
断
る
と
「
態
度
が
悪
い
」

な
ど
と
高
圧
的
な
態
度
で
恐
怖
感

を
与
え
、
い
い
が
か
り
を
つ
け
て

く
る
新
手
の
詐
欺
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
不
審

な
電
話
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場

や
警
察
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係
察

　

内
線
２
１
３

●
食
文
化
伝
承
講
座
「
醤し
ょ
う
ゆ油

の
し

　

こ
み
実
演
」
見
学
会

　

醤
油
の
も
と
と
な
る
モ
ロ
ミ
作

り
の
工
程
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
。

毛
呂
山
醤
油
作
り
サ
ー
ク
ル
も
技

術
継
承
の
た
め
実
習
し
ま
す
（
申

込
み
不
要
、
自
由
見
学
）。

日　

５
月
18
日
㈰
午
前
９
時
30
分

　

～
午
後
３
時

●
『
新
規
収し

ゅ
う
ぞ
う
ひ
ん
て
ん

蔵
品
展
・
昔
の
道
具
展
』・

　
『
指
定
文
化
財
特
別
公
開
』

　

平
成
17
年
度
に
寄
贈
・
寄き

た
く託

い

た
だ
い
た
資
料
と
郷
土
学
習
に
役

立
つ
昔
の
道
具
を
あ
わ
せ
て
展
示

し
ま
す
。
ま
た
、
毛
呂
山
町
の
指

定
文
化
財
で
あ
る
桂け
い
ぼ
く
じ
で
ん
し
ゃ
か

木
寺
伝
釈
迦

如に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

来
坐
像
お
よ
び
妙み

ょ
う
げ
ん
じ

玄
寺
の
木
造

十
一
面
観か
ん

音の
ん
ざ
ぞ
う
つ
け
た
り
た
い
な
い
ぶ
つ

坐
像
付
胎
内
仏
な
ど

を
特
別
公
開
し
ま
す
。

開
催
期
間　

４
月
27
日
㈰
～
６
月

　

15
日
㈰
（
指
定
文
化
財
特
別
公

　

開
は
６
月
１
日
㈰
ま
で
）

場
・
問　

歴
史
民
俗
資
料
館
察
２

　

９
５―

８
２
８
２

　

消
防
法
お
よ
び
西
入
間
広
域
消

防
組
合
火
災
予
防
条
例
の
改
正
に

伴
い
、
新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６

月
１
日
か
ら
、
既き
そ
ん存

住
宅
は
平
成

20
年
６
月
１
日
か
ら
設
置
の
義
務

が
生
じ
ま
す
。

※
な
お
、
特
殊
法
人
日
本
消
防
検

定
協
会
の
鑑
定
品
で
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク

の
つ
い
た
も
の
を
設
置
す
る
こ
と

を
推
す
い
し
ょ
う奨
し
ま
す
。
ま
た
、
町
や
消

防
組
合
で
は
、
販
売
の
斡あ
っ
せ
ん旋
や
委い

託た
く

は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
悪
徳

な
訪
問
販
売
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
高
齢
者
や
障
害
者
に
は
町
か
ら

　

給
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

高
齢
者
や
障
害
者
で
一
定
の
条

件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
町
の
事

業
に
よ
り
、
住
宅
用
火
災
報
知
機

が
給
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
前
の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
、
各
事
業
担
当
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

住
宅
用
火
災
報
知
機
全
般
／

　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
本

　

部
予
防
課
察
２
９
５―

０
１
６

　

３
、
高
齢
者
に
つ
い
て
／
役
場

　

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係

　

察
内
線
１
１
８
、
障
害
者
に
つ

　

い
て
／
役
場
福
祉
課
障
害
福
祉

　

係
察
内
線
１
１
６

15

　山根荘は、町内在住で６０歳以上の人でし
たら、どなたでも無料でご利用になれます。
※行事日程などについては、都合により変更
する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、次
のところまでご連絡ください。
問　老人福祉センター山根荘
　　察（２９４）５５４５

リサイクル情報
●ゆずりたい品物
　・パイプベッド１人用（中古・無料）・
　ＤＶＤプレーヤー（中古・有料）
●ゆずってほしい品物
　・三輪自転車（有料）・愛仕幼稚園のかば
　ん、制服（相談）・ときわぎ幼稚園の制服、
　体操着１２０～１３０センチ（相談）
　紹介したい品物がありましたら、お気軽
にお申し込みください。また、交渉が成立
した場合には、必ずご連絡ください。
掲載期間　３か月
申・問　産業振興課商工観光係察内線 175

5 月の休館日 3 日 4 日 5 日 6 日 10 日 11 日
17 日 18 日 24 日 25 日

ゲ ー ト ボ ー ル 12 日 26 日
ペ タ ン ク 19 日
声 を 出 す 会 7 日 21 日
謡 寿 会 13 日 20 日
民 踊 同 好 会 7 日 12 日 26 日

俳 句 の 会 9 日 23 日【季語 矢車 ( やぐる
ま )、瓜の花 ( うりのはな )】

囲碁・将棋の会 7 日 9 日 14 日 16 日
21 日 23 日 28 日

お 茶 の 会 2 日 16 日
茜 会（ お 花 ）12 日 26 日
ダ ン ス 同 好 会 9 日 23 日
ぎんれい会 ( 大正琴 ) 2 日 16 日
三味線・民謡の会 1 日 8 日
手 芸 の 会 14 日 28 日
カ ラ オ ケ 同 好 会 8 日 19 日 ( 厚年カラオケ )29 日
吟 友 会 14 日 28 日
書 道 の 会 14 日 28 日
舞 わ か ば 会 14 日 28 日

フ ォ ー ク ダ ン ス 8 日 ( ＦＤカトレア )9 日
29 日

楓 会 16 日
押 し 花 の 会 7 日
光 華 の 会 12 日 26 日

　

山根荘趣味の会
　　　  の定例行事５月 毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771

住
宅
用
火
災
報
知
機
等
の

設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

詐さ

ぎ欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
�

資
料
館
か
ら
の
お
知
ら
せ



応
募
資
格　

保
育
士
、
幼
稚
園
免

　

許
保
持
者

勤
務
時
間　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日

　

ま
で
シ
フ
ト
制

勤
務
場
所　

町
学
童
保
育
所

募
集
人
員　

若
干
名

賃
金　

時
給
７
５
０
円

申
・
問　

５
月
９
日
㈮
ま
で
に
履

　

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
川
角
学

　

童
保
育
所
（
川
角
３
０
９
、
察

　

２
９
５―

５
０
８
４
）
に
連
絡

　

の
う
え
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、｢

80
歳
に
な
っ
て
も

自
分
の
歯
を
20
本
以
上
残
そ
う
！｣

と
い
う｢

８
０
２
０
運
動｣

を
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
入
間
郡
市
歯
科
医
師
会
主
催

の
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

日　

６
月
８
日
㈰
午
前
10
時
～
正

　

午
場　

鶴
ヶ
島
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対　

町
内
在
住
の
80
歳
以
上
（
平

　

成
20
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、

　

自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
健

　

康
な
人
。
知
事
表
彰
を
受
け
た

　

こ
と
が
あ
る
人
は
除
き
ま
す
。

審
査　

当
日
、
口こ
う
く
う腔
内
審
査
お
よ

び
面
接
を
行
い
、
入
間
郡
市
歯

科
医
師
会
長
が
表
彰
し
ま
す
。

申
・
問　

５
月
15
日
㈭
ま
で
に
保

　

健
セ
ン
タ
ー
察
２
９
４―

５
５

　

１
１
、
ま
た
は
歯
科
医
師
会
会

　

員
の
歯
科
医
院
に
申
込
み

　

障
害
者
と
健
常
者
が
一
緒
に
、

調
理
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
行
い
、
地
域
の
仲
間
作
り
を
行

い
ま
す
。
学
級
に
参
加
し
て
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
程　

５
月
か
ら
平
成
21
年
２
月

　

ま
で
の
10
回
（
毎
月
１
回
、
土

　

・
日
曜
日
の
い
ず
れ
か
に
開
催
）

場　

中
央
公
民
館
な
ど

内
容　

調
理
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
、

　

華
道
、
茶
道
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、

　

ハ
イ
キ
ン
グ
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、

　

新
年
会
な
ど

※
詳
し
い
開
催
日
時
、
内
容
な
ど

は
参
加
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
と
で
調
整
し
て
決
定
し
ま
す
。

対　

16
歳
以
上
の
町
内
在
住
・
在

　

勤
・
在
学
者
で
、
実
施
場
所
ま

　

で
自
力
、
ま
た
は
家
族
の
送
迎

　

で
来
ら
れ
る
障
害
者
（
現
在
、

　

養
護
学
校
、
障
害
者
施
設
園
生
、

　

卒
園
生
な
ど
で
、
障
害
は
知
的

　

障
害
）

※
場
合
に
よ
り
家
族
の
付
添
い
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

定　

先
着
20
人

料　

１
５
０
０
円
（
保
険
代
、
通

　

信
費
な
ど
）

※
そ
の
ほ
か
事
業
に
か
か
る
費
用

（
材
料
費
な
ど
）
を
、
必
要
に
応

じ
て
実
費
徴ち
ょ
う
し
ゅ
う

収
し
ま
す
。

協
力
団
体　

障
害
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
『
フ
レ
ン
ズ
』

※
め
じ
ろ
学
級
の
お
手
伝
い
を
し

て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

中
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

申
・
問　

５
月
１
日
㈭
か
ら
中
央

　

公
民
館
察
２
９
４―

１
２
５
０
、

　

捌
２
９
４―

１
０
４
０
で
受
付

　　

絵
手
紙
、
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

初
め
て
の
方
で
も
、
そ
の
日
か
ら

描
け
ま
す
。

活
動
日
時
／
毎
月
第
２
・
４
木
曜

日
午
後
１
時
～
３
時　

場
／
東

公
民
館
学
習
室　

会
費
／
月
額

１
０
０
０
円
（
入
会
金
５
０
０

円
）  

講
師
／
園そ

の
べ部
洋
子
（
日
本

絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
）　

問
／

察
２
９
２―

１
２
７
１
田
中

　

少
数
の
グ
ル
ー
プ
で
す
が
、
光
、

影
、
色
を
求
め
て
ガ
ン
バ
っ
て
い

ま
す
。

日
／
５
月
23
日
㈮
、
24
日
㈯
、
25

日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

場

／
中
央
公
民
館　

問
／
察
２
９
２

―

４
４
２
０
柿
沼

～
花
と
逢あ

う
～

日
／
４
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
９
時
（
27
日
は
午
後

４
時
ま
で
）　

場
／
中
央
公
民
館

問
／
察
２
９
４―

２
５
１
８
中
島

　

筝そ
う

や
尺
八
で
奏か

な

で
る
日
本
の
音
、

ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
／
５
月
18
日
㈰
午
後
２
時　

場

／
東
公
民
館
め
じ
ろ
ホ
ー
ル　

曲

目
／
春
の
海
、
日
本
の
わ
ら
べ
歌

な
ど　

料
／
無
料　

主
催
／
初は

つ
ね音

の
会　

問
／
察
２
９
４―

３
０
６

８
髙
橋　

　

マ
ラ
ソ
ン
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
興

16

募
集
し
ま
す

学
童
保
育
パ
ー
ト
指
導
員

を
募
集
し
ま
す

『
８
０
２
０
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
』
の
参
加
者
募
集

『
め
じ
ろ
学
級
』
の

学
生
を
募
集
し
ま
す

『
絵
手
紙
の
会
』会
員
募
集

『
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
Ｍモ

ロ

ｏ
Ｒ
ｏ
』

展
示
会
の
お
知
ら
せ

情
報
交
換

毛
呂
山
華
道
連
盟

『
第
12
回
い
け
ば
な
展
』

第
５
回
す
ず
ら
ん
邦ほ
う
が
く楽

コ
ン
サ
ー
ト

『
毛
呂
山
ラ
ン
ナ
ー
ズ
』

新
会
員
募
集



味
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
や
っ
て
み
た
い
方
、
私
た
ち

と
一
緒
に
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

見
学
や
体
験
ラ
ン
大
歓
迎
で
す
。

活
動
日
時
／
毎
週
日
曜
日
午
前
７

時
か
ら　

集
合
場
所
／
毛
呂
山
中

学
校
駐
車
場
付
近　

会
費
／
年
額

３
０
０
０
円
（
入
会
金
な
し
）　

問
／
察
２
９
４―

０
１
６
８
吉
川

　

～
越お
っ
ぺ
が
わ

辺
川
の
小
鳥
た
ち
～

日日
／
５
月
11
日
㈰
午
前
９
時
（
越お

ご

生せ
え
き駅

集
合
、
雨
天
中
止
）　

場
／

越
生
町
越
辺
川
付
近　

料
／
３
０

０
円　

持
ち
物
／
お
弁
当
、
飲
み

物
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
な
ど　

問
／

埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会
察
２
９

４―

２
５
２
５
宮
澤

　

正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
基
本

と
し
て
、
音
楽
に
あ
わ
せ
た
軽
い

運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
い
ま

す
。
健
康
で
美
し
い
カ
ラ
ダ
作
り

を
一
緒
に
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
時
／
毎
週
月
曜
日
午
後
７

時
30
分
～
８
時
50
分
（
体
験
、
見

学
可
）　

活
動
場
所
／
東
公
民
館

会
費
／
月
額
２
０
０
０
円
（
入
会

金
な
し
）
問
／
察
２
９
５―

２
７

１
５
伊
藤

日日
／
５
月
11
日
㈰
（
予
備
日
／
５

月
18
日
㈰
）　

場
／
川
角
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト　

対対
／
町
内
在
住
・

在
勤
者　

料
／
１
３
０
０
円
（
申

込
み
時
に
支
払
い
）　
主
催
／
毛
呂

山
町
テ
ニ
ス
協
会　

申
／
５
月
３

日
㈷
ま
で
に
毛
呂
山
ス
ポ
ー
ツ
察

２
９
４―

１
８
２
０
伊
藤　

　問
／

察
２
９
５―

１
２
０
１
川
井

日日
／
５
月
25
日
㈰
午
前
８
時
30
分

集
合
（
開
会
式
／
午
前
９
時
）　

場場
／
川
角
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

対対
／
毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
（
高
校
生
以
上
）

種
目
／
一
般
男
子
、
一
般
女
子　

料料
／
１
組
１
０
０
０
円　

申申
・
問問

／
５
月
11
日
㈰
ま
で
に
毛
呂
山
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
連
絡
協
議
会
会
長
察

２
９
４―

４
２
７
８
栗
山

　

第
11
回
と
な
る
毛
呂
山
バ
ン
ド

連
盟
主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
７
月

26
日
㈯
に
東
公
民
館
で
開
催
し
ま

す
。
出
演
を
希
望
す
る
人
・
団
体

は
５
月
10
日
㈯
ま
で
に
左
記
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。中
高
生
バ
ン
ド
・

お
や
じ
バ
ン
ド
大
歓
迎
�

申
・
問
／
察
２
９
４―

３
２
６
１

浅
見

　

筝こ
と

・
尺
八
「
春
の
海
」「
羽は

ご
ろ
も衣

」、

筝こ
と
が
っ
そ
う

合
奏
「
桜

さ
く
ら
げ
ん
そ
う
き
ょ
く

幻
想
曲
」、
筝
・
三さ

ん

絃げ
ん

・
尺
八
・
舞ぶ

よ
う踊
「
松
づ
く
し
」

な
ど
演
奏
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
中
央
公
民
館
で
筝
の
無
料

体
験
・
見
学
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

日
／
４
月
27
日
㈰
午
後
２
時
開
演

場
／
東
公
民
館　

料
／
無
料　

問

／
察
２
９
５―

６
１
８
６
岩
橋

　

運
動
不
足
解
消
に
、
痛
く
な
い

バ
レ
ー『
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
』

を
し
ま
せ
ん
か
。
見
学
自
由
、
一

日
体
験
大
歓
迎
で
す
。

活
動
日
時
／
毎
週
月
・
水
曜
日
午

後
７
時
～
９
時　

活
動
場
所
／
川

角
中
学
校
体
育
館　

部
費
／
月
額

５
０
０
円　

問
／
察
２
９
５―

１

１
７
０
細
川

　

新
し
い
パ
ソ
コ
ン
の
会
で
す
。

初
歩
の
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
か
ら

デ
ジ
カ
メ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ブ

ロ
グ
等
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
対
応
い

た
し
ま
す
。

活
動
日
時
／
第
１
・
３
土
曜
日
午

後
５
時
30
分
～
７
時
30
分　

活
動

場
所
／
東
公
民
館　

会
費
／
月
額

２
０
０
０
円
（
入
会
金
な
し
）　

持
ち
物
／
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン　

講

師
／
石
崎
満
晴
さ
ん　

問問
／
察
２

９
５―

１
２
９
０
（
午
後
６
時
以

降
）

日
／
５
月
18
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
２
時
（
雨
天
決
行
）　

場
／
毛

呂
病
院
本
部
前
い
こ
い
の
広
場

（
毛
呂
本
郷
38
）　

内
容
／
バ
ザ
ー

品
の
販
売
な
ど　

問
／
毛
呂
病
院

本
部
１
階
事
務
室
察
２
７
６―

１

４
９
６
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ご
寄
附
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
39
万
８
２
９
８
円

　

毛
呂
山
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
並
び
に

　

後
援
会
様

お
詫
び
と
訂
正

　

３
月
20
日
号
の
「
広
報
も
ろ
や

ま
」
２
ペ
ー
ジ
に
、「
毛
呂
山
高

校
後
援
会
か
ら･･･(

中
略)･･･

１
０
０
万
円
が
寄
附
さ
れ
ま
し

た
」
と
記
載
い
た
し
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
、「
毛
呂
山
高
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
並
び
に
後
援
会
か
ら
」
の
誤

り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の

お
知
ら
せ

『
ア
ン
ボ
ー
イ
ズ
』
会
員
募
集

『
春
季
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
』

シ
ン
グ
ル
ス
参
加
者
募
集

『
毛
呂
山
町
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
』
出
場
者
募
集

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
出

演
バ
ン
ド
を
募
集
し
ま
す

第
５
回
筝そ
う
き
ょ
く曲
演
奏
会

『
パ
ソ
コ
ン
の
会
つ
く
し
』

会
員
募
集

『
Ｅ
フ
レ
ン
ド
』部
員
募
集

毛
呂
病
院
福
祉
バ
ザ
ー



爽やかな汗を流しませんか？　『スポーツ健康フェア２００８』

※体育館内は、体育館シューズが必要です。

※★印に参加希望する人は、事前に生涯学習課にお申し込みください。

日　時　５月１１日（日）午前９時～午後３時

場　所　毛呂山総合公園

■楽しいコーナーがたくさんあります�
歓迎式典（アトラクション「毛呂山太

たいこ

鼓」）／午後０時３０分

青少年相談員アトラクション「ストラックアウト」／

　午前１０時～午後３時

オリエンテーリング（スポーツ少年団）／午前９時～正午

フライングディスク・スカイクロス／午前１０時～正午

ペタンク／午後１時～３時（芝
し ば ふ

生広場）

■体験教室・大会に参加しよう�

ここちよい風に吹かれながら…
『新緑�　めじろウォーク』

申・問　中央公民館　☎（294）1250

皆さんも、新緑の毛呂山町「宿
しゅくや

谷～鎌北湖方面」

をゆっくりと歩いてみませんか？

日　時　5 月 17 日（土）（雨天中止）
　　　　午前 10 時 30 分集合、午後 2 時解散　
集　合　毛呂山総合公園玄関前
コース　総合公園～宿谷の滝～鎌北湖～総合公園
持ち物　弁当、水筒、着替え
定　員　50 人
参加費　無料

色とりどりのバラが咲き競う
滝ノ入バラ祭りへ、ようこそ

申・問　役場産業振興課商工観光係☎（295）2112 内線175
　　　　滝ノ入ローズガーデン  代表初野 ☎090（7639）7025

ボランティアによって

作られた毛呂山町の

新名所『滝ノ入ローズガー

デン』。昨年は１万５千人

の来客がありました。今年

も皆さんのお越しをお待ち

しています。

期　間　5 月 20 日（火）～ 6 月 1 日（日）

　　　　午前 9 時～午後 4 時　

入園料　200 円（バラ園の整備費用）

駐車場　無料

内　容　地元農産物の加工食品（ゆずの里工房）、 バ

　　　　ラ・苗木の販売など

主　催　滝ノ入ローズガーデン
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教 室・大 会 名 実施場所 開催時間 内　　容

★ バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 教 室 メインアリーナ 午後１時～３時（歓迎式典は
午後０時３０分から）

ｂｊリーグ「埼玉ブロンコス」の講
師による実技指導

★ グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 大 会 芝 生 広 場 午前９時開始 特設コースでのスコアを競います
（定員／先着１００人）

★ミニバスケットボール大会 メインアリーナ 午前９時～正午 バスケットボール（スポーツ少年団）

ニ ュ ー ス ポ ー ツ 体 験 教 室 サ ブ ア リ ー ナ 午前１０時～正午
午後１時～３時 ファミリーバドミントン

健 康 体 操 柔 道 場 午前１１時～正午
午後１時３０分～２時３０分

講師：菊地幸代さん
「骨

こ つ ば ん

盤体操」～骨盤のゆがみを調整す
るセルフコントロール法～

申・問　教育委員会生涯学習課スポーツ振興係　☎（295）2112　内線 523



※ ｢退職日が確認できる書類｣ とは、退職証明書、雇用保険被保険者離職票、健康保険 ･ 厚生年金資格喪失証

明書などです。手続きは、いずれかの書類でできますが、交付されているものがあれば、すべてお持ちください。

春は異動の季節です。国民年金の手続きをお忘れなく�
問　役場住民課国保年金係　☎（295）2112　内線126・127

就職や退職などで、年金の種別などが変わるときには、その都度、届出が必要です。届出を忘れると、

将来の年金受給額が減ったり、障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなる可能性があります。

19

親支援講座
申・問　役場子ども課児童係☎（２９５）２１１２　内線１１４　　申込み締切り／５月９日（金）

～カナダ生まれの子育て支援プログラム
　　　　　　　　　　　　　　　　Nobody's  Perfect　完璧な親なんていない～

日にち　５月 19 日（月）、26 日（月）、６月２日（月）、

　　　　９ 日（月）、16 日（月）、23 日（月）

時　間　午前１０時～正午

場　所　東公民館

定　員　10 人程度（応募者多数の場合は抽選）

参加費　２００円

内　容　子育ての悩み、ストレス解消法など

対　象　初めてのお子さんで ０～３歳の子どもをもつお母さん

　　　　（町内在住で、全日程参加できる人）

持ち物　筆記用具、カップ（湯飲み）

　　　　使用するテキスト（「完璧な親なんていない」三沢直子監修）は貸し出します

※保育あり（無料）／ 希望者は申込み時に予約してください。

各回ティータイムを設け

ます。子どもからちょっ

と離れて“ほっと一息”

をごいっしょに♪

はじめから一人前の親などいません。皆、まわりからの助けを得ながら親になっていくのです。プログラ

ムを通し お互いの悩みや関心についてみんなで話し合いながら、自分にあった子育ての仕方を見つけ

ていきます。悩みを話せる仲間をつくりましょう♪

　ファシリテーターと呼ばれる推進役がお手伝いします。

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771

■次のような場合には町の国民年金の窓口に届け出てください。
届出が必要なとき 届出が必要な人 必要な書類

会社を退職したとき
退職した本人

※退職日が確認できる書類、年金手帳、印鑑
扶養されていた妻（夫）

扶養されていた妻（夫）が配偶者の扶
養からはずれたとき（収入増、離婚など）扶養からはずれた妻（夫） 健康保険･厚生年金資格喪失証明書、年金手帳、

印鑑
会社に就職したとき

（厚生年金や共済年金に加入したとき） 就職した本人 会社から発行された保険証、年金手帳、印鑑



保健
センターからのお知らせ保健
センターからのお知らせ

ポリオ予防接種
ＢＣＧ予防接種
麻しん風しん（ＭＲ）予防接種
三種混合予防接種

健診

ポリオ予防接種
予防接種

つくしんぼ（赤ちゃん）サロン

乳・子宮がん検診（受診回数／ 2年に１回）
日　時　6月 6日（金）12:30 ～ 13:40
対　象　乳がん /40 歳以上、子宮がん /20 歳以上
費　用　乳がん /600 円、子宮がん /500 円
申込み　5月 14日（水）から受付（先着 50人）
胃がん検診・胸部Ｘ線検診（肺がん・結核）
日　時　6月 17日（火）受付 8：30～ 10：00
対　象　40歳以上
費　用　胃がん /600 円
　　　　胸部Ｘ線 /200 円（喀

かくたん

痰細胞検査 /500 円）
申込み　5月 26日（月）から受付（先着 120人）

成人健康相談
5月  7日（水）・27日（火）9:30 ～ 11:30　場役場ホール
5月13日（火）　　　　　 9:00 ～ 12:00　場保健センター

老人健康相談および健康教室（山根荘利用者のみ）
5月13日（火）　　　　　 　　　9:30 ～ 11:30　場山根荘

電話相談　月～金曜日（祝日を除く）9:00 ～ 12:00
今月の健康

検　診

子ども

　暖かい季節になり、そろそろ運動を
と考えている人も多いかと思いますが、
スポーツをするときには、水分補給と準
備運動が欠かせません。水は血液の流れをよくしたり、
血液中の老廃物を流してきれいにしたり、体温の調節
をするなどの大切な働きをします。水分が不足して血
液がドロドロにならないよう、こまめに水分の補給を
こころがけましょう。
　とくに朝方は就寝中に汗をかいたり、皮膚から水分
が蒸発することで、体内の水分が失われています。朝
起きたら水やお茶などで水分補給をしましょう。また、
就寝中に血液がドロドロになって脳

のうこうそく

梗塞を引き起こさ
ないように、寝る前にも水分補給をするといいでしょ
う。夏場や飲酒のあと、運動中や運動後もこまめな水
分補給をこころがけましょう。
　水分補給には水や麦茶が一番よく、ジュース、砂糖
入りのコーヒー・紅茶、スポーツ飲料は糖分の摂りす
ぎになりますので避けましょう。たとえば、炭酸飲料
1本に３gのスティックシュガーが 14本＝42g、缶
コーヒーにはスティック 8本＝24g、スポーツ飲料
200㎖にはスティック 7本＝21ｇの砂糖が入ってい
ます。水分を摂る目安としては、のどが渇いてからで
は遅く、こまめに摂ることをお勧めします。

こまめに水分を補給しましょう

健康相談

４か月児健診　　　
10か月児健診 　　
１歳６か月児健診　
３歳児健診 　　　　

日　時　5月22日（木）10:30 ～ 11:30（受付は10:00 ～ 10:15）
内　容　親子遊びの紹介、参加者の交流
対　象　３か月～１歳３か月の第一子

 母親学級　　　
日　時　 6月12日（木）、20日（金）、28日（土）、７月４日（金）
　　　　 13:30 ～ 16:00ごろ
対　象　 初妊婦
申込み　 5 月 1日（木）から（先着 20人）

初めてお父さんになる人も大歓迎 !

５月の在宅当番医　9:00～ 12:00
日にち 医療機関名 専　科 住　　所 電　話
5/3 (祝 ) はなみず木整形外科 整形外科 越生町大字如意 102-9 292-8003
5/4 (祝 ) ゆずの木台クリニック 内科・小児科・眼科 中央 2丁目 5-5 295-5158
5/5 (祝 ) 石川眼科 眼科 越生町越生東 2丁目 7-3 277-2077
5/6(振休 ) 越生メディカルクリニック 内科 越生町大字黒岩 199-1 277-1119

※対象者には個別に通知します。

5月  1日（木）
5月30日（金）
5月21日（水）
5月20日（火）

5月27日（火）、28日（水）申 5/20（火）から
　　　     5月14日（水）申 5/  7 （水）から
　　　     5月13日（火）申 5/  7 （水）から
　　　     5月29日（木）申 5/22（木）から

日　時　5月15日（木）13：10～ 16：00（受付は13:10 ～ 13:20）
対　象　平成17年6月～平成18年4月生まれの子
持ち物　母子健康手帳･タオル･歯ブラシ･コップ・筆記用具
申込み　4月28日（月）から（先着40組）
※来所１時間前から飲食禁止。飲食の持込も禁止です。

日　時 5月15日（木）13：10～ 16：00（受付は13:10 ～ 13:20
２歳児歯科教室

　
日　時　5月16日（金）　　
　午前の回 /10:00 ～ 11:30（受付は 10:00 ～ 10:30）
　午後の回 /13:30 ～ 16:30（受付は 13:30 ～ 14:00）
※受付開始15分前に整理券配布。午後のみ離乳食指導あり。

対　象　乳幼児とその保護者
申込み　4月 23日（水）から受付

身体測定・育児相談など 育児学級

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38☎ 276-1465）は、救急
部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。
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申込み・問合せ・実施場所
保健センター　☎ (294)5511
※保健センターへの電話のかけ間違いが大変
多くなっています。よくご確認のうえ、おか
けください。



人権・行政相談法律相談

消費生活相談

心配ごと相談 結婚相談
　５月８日（木）13:00 ～ 16:00
場　所　役場会議室
問合せ　総務課自治振興係
　　　　察内線 314
　人権問題、行政に関する苦
情など

教育相談
　月～金 10:00 ～ 16:30
場　所　教育センター
電話相談番号 ☎ (295)2525
　不登校、いじめ、しつけな
ど

　毎週水曜日 10:00 ～正午
場　所　福祉会館
問合せ　社会福祉協議会
　　　　察 (295)3111
　生活上の悩み、困りごとなど

　毎週木曜日 10:00 ～ 15:00
場　所　役場会議室
問合せ　産業振興課商工観光係
　　　　察内線 175
　違法な契約や商品の苦情など

　相談を希望される方は
お気軽にご相談くださ
い。後日、町から依頼さ
れた結婚相談員がご相談
にのります。

申込み・問合せ
　産業振興課農林係
　察内線 172

■弁護士（要予約）
　５月８日（木）、26日（月）
　13:30 ～ 16:00
■行政書士
　５月 21日（水）
　10:00 ～ 15:00
場　所　役場会議室
問合せ　総務課自治振興係
　　　　察内線 314
　土地家屋のトラブル、交通
事故、金銭貸借や補償、相続
問題など

5月の
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日 月 火 水 木 金 土
１仏滅 ２大安 ３赤口

４先勝　○児
 

５仏滅

 

６大安　○図○児
 

７赤口　○歴 ８先勝 ９友引 10 先負

11 仏滅
　
○児 12 大安

 

13 赤口 14 先勝 15 友引 16 先負 17仏滅

18大安　○児　 19 赤口
 

20 先勝 21 友引 22 先負 23 仏滅 24 大安

25 赤口　○児 26 先勝
 

27 友引 28 先負 29 仏滅 30 大安 31 赤口

みどりの日 振替休日こどもの日

憲法記念日

 行事カレンダー5月の

母の日

５月の相談コーナー

毛呂山町役場 ☎（295）2112

・6月分総合公園
　予約日　　　
　　■場総合公園

○図○体○グ○テ
・児童館イベント
　■場児童館→P9
・体育施設
　6月分調整会議
　■場総合公園

・泉野小開校記念日
・子育てサロン
　■場東公民館

・フラワーアレンジ
　メント
　■場児童館
・子ども映画会
　■場図書館→P9

・スポーツ健康フェア
　■場総合公園→P18

○図○歴○児○体○グ○テ ・ぴょんぴょん広場
　■場児童館→P9

・めじろウォーク
　■場総合公園→P18
・おやじ広場
　■場児童館→P9

・醤油のしこみ
　実演会　
　■場資料館→P15
・春の清掃日

○図○歴○児○体○グ○テ ・バラ祭り(～6/1)
　■場ローズガーデン
　→P18

・ぴょんぴょん広場
　■場児童館→P9

・おはなし会
　■場図書館→P9
・休日納税・納入窓口
　■場役場→P14

・幼児クラブ火曜コース
　■場児童館→P9

○図○歴○児○体○グ○テ・休日納税・納入窓口
　■場役場→P14

・子育てサロン
　■場東公民館

・幼児クラブ木曜コース
　■場児童館→P9
・夜間納税窓口
　■場役場→P14

・光山小開校記念日○図図書館　○歴歴史民俗資料館　○児児童館
○体総合公園体育館　○ググラウンド（大類・
総合公園）　○テ川角公園テニスコート

施設のお休みマーク

■場＝場所



毛
呂
山
思
い
出
写
真
館

第二団地北側道路から東側方向を見た写真
（昭和４０年代前半ごろ）

　第二団地北側の通りから、川角小学校方面を写した写真です。ちょうど第二団地の造成が始
まったころの写真で、まだ、住宅もまばらで長

のど か

閑な農村風景が広がっています。数年後の昭和
47 年には、写真右側の第二団地には、びっしりと建物が建ち並びました。

　「柱のきずはおととしの五月五日の背
くらべ…」で始まる童謡「背くらべ」
（海

うんのあつし

野厚　作詞）は、「ちまき食べ食べ兄
さんが、はかってくれた背のたけ…」と
続きます。
　漢字で「粽

ちまき

」と書く「ちまき」は、五月五日の端
たん ご

午の
節
せっく

句に食べる節
せっくもち

句餅。茅
かや

や笹の葉で、米や餅を円
えんすいけい

錐形にし
て巻き、藺

いぐさ

草でしばって、煮たり蒸したりします。茅
ちがや

で巻
くところから「ちまき」と呼ばれました。
　五月五日にちまきを食べる風習は中国伝来で、戦国時代
の楚

そ

の人「屈
くつげん

原」にちなむものです。王族出身の屈原は、
楚の懐

かいおう

王に信任されましたが、ねたまれて江南地方に流さ
れ、痛

つうふん

憤のあまり湖
こなんしょう

南省北東部の川、汨
べきら

羅に身を投げまし
た。屈原の姉が、五月五日の忌

いみび

日に竹筒に米を詰めて水に
投じたのが、ちまきの起源とされています。端午の節句餅
としては、江戸中期からちまきのほかに柏

かしわもち

餅が登場し、今
では柏餅のほうが優勢です。ちまきは中華料理の「ちまき
おこわ」として、いつでも食べられるものになりました。
　５月はお出かけに最適な季節です。町内には新緑がきれ
いな場所がたくさんあります。ちまきや柏餅をおやつ代わ
りに持って、鎌北湖や宿

しゅくや

谷の滝、桂
かつらぎかんのん

木観音などにハイキン
グに出かけてみるのもいいかもしれませんね。

　「柱のきずはおととしの五月五日の背

徒然歳時記 ちまき

□広報もろやまは、役場ホール、両公民館、図書館、保健センター、教育センター、総合公園体育館、歴史民俗資料館、福祉会館に置いてあります。

広報もろやま　４月 20日号　Ｎｏ 812
■発行　毛呂山町
■編集秘書広報課広報広聴係

〒350－ 0493埼玉県入間郡毛呂山町中央２丁目１番地
ＴＥＬ049(295)2112　Ｆａｘ049(295)0771
ＵＲＬ http://www.town.moroyama.saitama.jp

人口　37,118人(－22人)
【男18,524人(－34人)　女18,594人(＋12人)】
世帯　14,769戸(＋22戸)
※平成20年４月１日現在 (カッコ ) 内は前月比

白石　葵
あおい

ちゃん

　　　(２歳５か月 )

毎日大好きなしまじ

ろうの DVD を観な

がら、歌ったり踊っ

たりしています。最

近ではいっぱい「お

しゃべり」もできるようになりました。時々お

友だちとも遊んでいます‼

杉田　花
はなえ

英ちゃん

　　　(３歳７か月 )

　　　広
ひろたろう

太郎くん

　　　(３か月 )

今年１月に待望の弟

が誕生し、花英はすっ

かりお姉ちゃんにな

りました。あまりの溺
できあい

愛ぶりに、ゆっくり寝て

いられない広太郎です。

現在の風景
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